
  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

七
度
生
ま
れ
変
わ
っ
た
覚
海
上
人 

 
 

高
野
山
大
学
教
授 

図
書
館
長 

下
西 

忠 

  

                     

高
野
山
増
福
院
の
門
前
に
「覚
海
大
徳
翔
天
之
舊
跡
」と
大
き
な
石
碑
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
覚
海
が
仏
法
の
護
持
の
た
め
天
狗

に
な
って
、
中
門
の
扉
を
翼
に
し
て
天
に
飛
び
去
った
と
い
う
伝
説
に
よ
って
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
高
野
に
登
山
し
た
谷
崎
潤
一
郎
が
こ

の
伝
説
を
も
と
に
『
覚
海
上
人
天
狗
に
な
る
事
』
と
い
う
小
編
を
書
き
ま
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
の
仏
教
説
話
集
『
沙
石
集
』
に
は
、
検
校

覚
海
が
七
度
生
ま
れ
変
わ
った
と
い
う
前
生
譚
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
前
生
と
は
、
こ
の
世
の
中
に
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
以
前
に

生
を
受
け
て
い
た
世
の
意
で
、
前
世
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

 

覚
海
は
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
八
月
十
七
日
、
八
十
二
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
武
家
が
台
頭
し
、
保
元
の
乱
、
平
治
の
乱
を
通

し
て
平
氏
が
実
質
上
の
政
治
的
実
権
を
貴
族
か
ら
奪
い
取
った
い
った
時
代
、
さ
ら
に
そ
の
平
氏
が
源
頼
朝
に
敗
れ
、
西
海
の
藻
屑
と
な

り
滅
亡
し
て
い
った
世
の
激
動
期
を
生
き
た
人
物
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
承
久
の
乱
の
顛
末

て
ん
ま
つ

を
も
見
聞
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
覚
海
は
、
あ
る
意
味
で
日
本
の
大
き
な
激
動
期
に
そ
の
生
涯
を
生
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
彼
の
没
年
、
貞
応
二
年
と
い
え

ば
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
平
氏
の
象
徴
と
も
い
え
る
平
清
盛
の
女

む
す
め

、
建
礼
門
院
（
高
倉
天
皇
中
宮
、
安
徳
天
皇
母
）
が
波

瀾
万
丈
の
生
涯
を
閉
じ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

  

覚
海
は
建
保
五
年
（一
二
一
八
）に
高
野
山
の
検
校
に
な
り
、
承
久
二
年
（一
二
二
○
）検
校
の
職
を 

辞
し
ま
し
た
。
高
野
山
の
検
校
ま
で
の
ぼ
り
つ
め
た
覚
海
は
、
前
生
を
知
ろ
う
と
弘
法
大
師
に
祈
念
し
た
と
こ
ろ
、
大
師
は
彼
の
七
生
、

つ
ま
り
天
王
寺
の
海
の
蛤

は
ま
ぐ
り

で
あ
った
の
が
、
あ
る
き
っか
け
で
犬
と
な
り
、
さ
ら
に
牛
、
そ
し
て
馬
に
な
って
熊
野
詣
を
し
、
さ
ら
に
す
す

ん
で
最
終
的
に
高
野
の
検
校
に
な
って
い
る
の
だ
と
告
げ
た
と
い
う
の
で
す
。
舎
利
讃
歎
の
声
、
誦
経

じ
ゅ
き
ょ
う

、
念
仏
、
陀
羅
尼
な
ん
ど
の
声
を
聞

く
た
び
に
転
生
し
て
い
った
と
い
う
の
で
す
。
天
王
寺
か
ら
熊
野
、
そ
し
て
高
野
と
い
う
ル
ー
ト
は
さ
ま
ざ
ま
な
想
像
を
か
き
た
て
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
紙
面
の
都
合
で
は
ぶ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。 

 

天
仁
三
年
（一
一
一
○
）大
安
寺
で
行
わ
れ
た
百
数
十
日
間
の
法
談
を
記
し
た
『百
坐
法
談
聞
書
抄
』に
悪
業
の
み
つ
く
る
男
の
前
生

譚
が
伝
わ
って
い
ま
す
。
閻
魔
王
の
前
に
連
れ
て
い
か
れ
た
男
は
、
法
華
経
を
読
ん
だ
功
徳
で
も
って
現
在
僧
侶
と
な
って
い
る
と
答
え
る

と
、
閻
魔
王
は
こ
の
男
の
七
生
の
先
の
事
を
知
ら
な
か
った
と
恥
じ
て
、
い
よ
い
よ
仏
法
を
修
行
せ
よ
と
帰
し
た
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。 

 

何
事
に
お
い
て
も
結
縁
は
空
し
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。 
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十
一
月
六
日
に
図
書
館
閲
覧
室
に
お
き
ま
し
て
お
箏
と
三
味
線
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
演
奏
者
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
三
味
線
を
森
崎
雅
好
先
生(

本
学
助
教)

。

そ
し
て
、
お
箏
を
糀
谷
有
桜
先
生(

本
学
非
常
勤
講
師)

と
卒
業
生
の
山
村
恵
里
さ
ん
が
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

十
一
月 

十
九
日
に
高
野
山
大
学
３
０
８
号
教
室
に
お
き
ま
し
て
第
４
回
図
書
館
文
化
講
座
を
開
催
さ
れ
ま
し
ま
し
た
。
講
演
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
高
野
町
副
町
長
・
和
歌
山

県
公
共
図
書
館
協
会
理
事
の
中
島
紀
生
さ
ん
と
高
野
町
中
央
公
民
館
図
書
室
司
書
の
橋
本
奈
理
加
さ
ん
。
と
て
も
興
味
深
い
講
座
で
沢
山
の
ご
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

      

        

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

2013年 12月開館予定表

2014年 1月開館予定表

9:00-21:30 13:00-21:30

9:00-17:00 休館日
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糀
谷
有
桜 

先
生 

森
崎
雅
好 

先
生 

山
村 

恵
里
さ
ん 

中島紀生さん 

橋本奈理加さん 

「西行の「あはれ」 

-高野山で詠んだ和歌を中心に-」 

日   時：1 月 15 日(水曜日)  

17 時～18 時 00 分 

場   所：高野山大学本館 

3 階 308 号教室 

講   師：下西 忠先生 

(高野大学図書館長) 

問合せ先：高野山大学図書館 

(電話 0736-56-3835) 

※事前申込不要、直接会場へ 

おこし下さい 


